
　

本
宮
の
発
展
の
歴
史
は
、
水
害

と
の
戦
い
の
歴
史
で
あ
る
。
そ

う
言
っ
て
も
大
げ
さ
で
な
い
ほ

ど
、
本
宮
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
水

害
を
経
験
し
、
そ
の
度
に
対
策
を

講
じ
て
き
ま
し
た
。
記
録
に
残
る

最
も
古
い
水
害
は
、
元
禄
７
年

（
１
６
９
４
年
）
９
月
に
発
生
し

た
洪
水
で
す
。（
曽
我
伝
吉
著『
本

宮
地
方
年
代
記
』）
そ
こ
か
ら
数

え
、
現
在
ま
で
ゆ
う
に
50
を
越
え

る
水
害
が
本
宮
を
襲
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
多
く
は
市
内
を
南
北
に

流
れ
る
阿
武
隈
川
と
そ
の
支
流
の

安
達
太
良
川
の
氾
濫
に
よ
る
も
の

で
し
た
。
日
常
風
景
の
一
部
で
あ

り
、
か
け
が
え
の
な
い
こ
れ
ら
の

川
は
、
私
た
ち
に
豊
か
な
恵
み
を

与
え
る
と
と
も
に
、
と
き
に
は
自

然
の
猛
威
を
ふ
る
っ
て
き
た
の
で

す
。

　

現
代
。
先
人
た
ち
の
涙
ぐ
ま
し

い
努
力
に
よ
り
堤
防
や
護
岸
が
整

備
さ
れ
、
洪
水
が
起
こ
る
リ
ス
ク

が
大
幅
に
低
く
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、「
天
災
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ

て
く
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ

う
に
、
今
後
水
害
が
起
こ
る
可
能

性
は
ゼ
ロ
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
注
意
が
必
要
な
の
は
、

河
川
越
水
に
よ
る
災
害
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
近
年
多
発
し
て

い
る
局
地
的
大
雨
（
い
わ
ゆ
る
ゲ

リ
ラ
豪
雨
）
な
ど
新
た
な
水
害
も

登
場
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
こ
れ

か
ら
の
７
月
・
８
月
・
９
月
は
梅

雨
前
線
や
台
風
に
よ
り
大
雨
が
降

る
可
能
性
が
高
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
私
た
ち
が
備

え
、
対
応
で
き
る
こ
と
は
な
ん
で

し
ょ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
過
去
を

振
り
返
り
、
現
在
の
特
徴
を
知
る

こ
と
で
、「
地
域
を
地
域
が
守
る
」

と
い
う
取
り
組
み
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

 年の大洪水。水没した役場通りを舟で移動する人たち
水
害

地
域
を

　

地
域
が
守
る
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― 阿武隈川・安達太良川の水害 ― ― 河川改修の歴史 ―

※過去の水害のうち一部を抜粋

昭和 16　

▲

▲
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昭
和
61
年
８・５
水
害

水
に
飲
み
込
ま
れ
る
ま
ち

　

 

完
成
し
た
堤
防
か
ら

の
眺
め
を
楽
し
む
人
た
ち

　

 

昭
和
16
年
。
安
達
太
良
川

の
堤
防
補
強
を
す
る
警
防
団

明治23年（1890年）8月7日
未曾有の大洪水、水位 10.36 ㍍

本宮町戸数 1,000 弱のうち流失 111 戸、
潰家 61 戸、浸水 817 戸であった。

昭和61年（1986年）8月5日
昭和 16年以来の大洪水、水位 8.48 ㍍
床上浸水 717 棟、床下浸水 314 棟。

被害総額は 13億 5,000 万円

昭和16年（1941年）7月21日
大洪水、水位 9.38 ㍍

堤防が決壊、上の橋が流失。
被害戸数 1,163 戸であった。

平成10年（1998年）8月27日
大洪水、水位 8.39 ㍍

床上浸水 98棟、床下浸水 160 棟。
被害総額は 2億 9,900 万円

大正2年（1913年）8月
本宮橋崩壊、3橋（上・中・下）が流失

大正9年（1920年）10月
上の橋流失

大正12年（1923年）6月
下の橋流失

大正12~14年（1923~25年）
安達太良川の樋門工事、阿武隈川の護岸工事

昭和2~6年（1927~31年）
阿武隈川築堤・護岸工事、上の橋・下の橋を架け替え。
下の橋は鉄筋コンクリート橋に（昭代橋と改称）

昭和8年（1933年）
本宮橋を鉄筋コンクリート橋に架け替え

昭和11年（1936年）
安達橋（中の橋）を鉄筋コンクリート橋に架け替え

平成10~12年（1998~2000年）
平成の大改修概成。阿武隈川右岸築堤（暫定堤防）工事

平成16年（2004年）
安達橋（中の橋）の架け替え

平成20年~（2008年~）
阿武隈川の左岸築堤工事が始まる

昭和18~26年（1943~51年）
安達太良川築堤・護岸工事

昭和23~34年（1948~59年）
阿武隈川の洪水の原因の１つとなっていた
川の狭窄部（川幅が狭い箇所）の掘削工事を行う

昭和32年（1957年）
上の橋を鉄筋コンクリート橋に架け替え（現在の上の橋）

昭和60年（1985年）
昭代橋を架け替え（現在の昭代橋）

昭和61年~平成2年（1986~1990年）
8・5水害を受け激甚災害に指定
安達太良川の築堤、本宮橋・安達太良橋の架け替え。
ふれあい橋の新設。阿武隈川の築堤工事を行う

明治41年（1908年）
上の橋が架かる

大正2年（1913年）8月
原敬内務大臣が水害視察

明治15年（1882年）
安達太良川に本宮橋が架かる

（現在の安達橋）

■
脳
裏
に
焼
き
付
く
当
時
の
記
憶

　

昭
和
16
年
の
洪
水
の
時
は
11
歳
で
し

た
。
当
時
大
玉
村
に
住
ん
で
お
り
、
本
宮

で
の
被
害
を
耳
に
し
、
様
子
を
見
に
行
っ

た
と
き
、
高
木
の
根
岸
の
竹
藪
か
ら
戸
崎

に
当
時
あ
っ
た
湯
屋
の
所
ま
で
水
没
し
湖

に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

昭
和
61
年
の
８・５
水
害
の
頃
は
既
に

高
木
に
移
り
住
ん
で
い
ま
し
た
。
家
の
浸

水
は
１
．
５
メ
ー
ト
ル
ま
で
達
し
、
避
難

先
か
ら
戻
っ
た
と
き
に
は
、
建
具
は
全
て

外
れ
、
中
は
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
平
成
10
年
の
洪
水
の
際
は
、
過

去
の
教
訓
を
生
か
し
、
家
具
を
２
階
に
上

げ
た
た
め
被
害
は
少
な
く
済
み
ま
し
た
。

こ
れ
を
契
機
に
地
域
で
水
害
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
を
持
と
う
と
、
高
木
地
区
を

水
害
か
ら
守
る
会
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　

今
は
、
道
路
が
舗
装
さ
れ
、
田
畑
が

少
な
く
な
っ
て
き
た
た
め
、
水
が
川
に
集

中
し
、
短
時
間
で
水
位
が
上
昇
し
ま
す
。

素
早
い
対
応
の
た
め
に
は
、
日
頃
の
備
え

が
大
切
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

高木地区を水害から守る会 代表高木地区を水害から守る会 代表
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